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学 位 論 文 内 容 の 要 旨 
 
硬化エポキシ樹脂は、高い剛性、接着剤性質および環境安定性を持つ工業材料として、
最も注目を集めている。硬化エポキシ樹脂は、硬化触媒を使用して生成された三次元ネッ
トワークを有する。従来の硬化触媒には室温でも、硬化反応が進行し、ポットライフが短
くなる欠点があったと記載している。エポキシ樹脂の潜在性触媒は、廃棄樹脂を少なくで
き、環境にやさしく産業界が長く望んでいた触媒である。本論文では、金属ザンテートが
新しく潜在性触媒となることを記載している。特に、金属の種類や置換基の種類と潜在性
触媒活性の相関を議論している。 
第１章では、硬化エポキシ樹脂、硬化プロセス、硬化触媒と潜在性触媒の必要性につい
て説明されている。エポキシ樹脂の硬化のために、潜在性触媒として、金属硫化物の前駆
体金属キサンテートを利用することを提案している。 
第２章では、本研究で使っている材料の合成と物性評価、硬化の原理、硬化時間および
硬化速度に関して詳細に記載している。 
第３章では、エポキシ樹脂硬化触媒として、亜鉛キサンテートを使用した場合の硬化特
性と置換基の構造の相関を議論している。直鎖アルキル鎖が置換する亜鉛キサンテートの
場合、活性化温度は、アルキル基が長くなるとともに上昇するが、分岐アルキル基が置換
している場合には、置換基の炭素数が長いほど、活性化温度が低くなることを見出したと
報告している。 
第４章では、金属ザンテートのアルキル部位の構造を固定化し、金属の種類と触媒活性
化温度の相関を議論している。エポキシ樹脂に対して、金属キサンテート触媒５％を添加
し、エポキシ樹脂の硬化時間と温度の関係を調べた。すべての金属ザンテート潜在触媒性
が認められたが、それらの中でも Gaキサンテートが最も低温で活性化され、エポキシ樹脂
潜在性触媒として適していることが報告されている。 
第５章では、Gaザンテートのゲル化発熱挙動を、Friedman法を用いて定量的に解析し
ている。Gaザンテートの活性化エネルギーは市販潜在性触媒の活性化エネルギーよりも大
きく、市販触媒よりも優れた潜在性を有することを報告している。 
第６章は、まとめとして、これまでの結果の結論と将来展望を示されている。 
本論文は、金属ザンテートの新規合成とその物性を明らかにするという学術的な視点か
らだけでなく、エポキシ樹脂の新潜在性触媒提案及び実証という工学的な視点からも重要
な知見を提供している。 
 
学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
本論文に関し、調査委員からエポキシ樹脂の硬化メカニズム、分子設計、まだ残ってい
る問題と将来展望などについて質問されたが、いずれも筆者から満足（明確）な回答が得
られた。 
また、公聴会においても、多数の出席者があり、種々の質問がなされたが、いずれも著
者の説明によって質問者の理解が得られた。 
以上により、論文調査及び学力確認の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査し
た結果、本論文が博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
